
平成 23 年 6月 補正予算要求事業調書
１　予算要求事業の概要
№

13 新規 拡大 継続

款 項 目

10 6 2

番号 事業名

事　業
コード 3202 事業名

　生涯学習総合センター等の維持管理を行うとともに、市民の教育、学術、文化、福祉等に関
する学習機会を提供します。

<目的>

<目標(平成22年8月～9月)>
１　善前公民館建設工事の竣工
２　善前公民館の開館

<現状(平成23年4月上旬現在)>

<課題>

・平成23年度　補償交渉
　　　　　　　補償額の確定
　　　　　　　補償料の支払い

目
的
・
目
標

　善前公民館建設工事竣工後実施した家屋事後調査において、事前調査と比較して被害が発生し
ている近隣の家屋があります。補償対象家屋12件中10件については補償契約を締結し補償費の支
払を行いましたが、１件については４月15日に合意済み、残り１件については継続して交渉中で
す。

所管

教育委員会事務局　生涯学習総合センター

　 南区の谷田地区に新たに地域コミュニティの形成並びに地域の学習の拠点とするために、善
前公民館を建設します。

今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

事務事業の位置付け

公民館整備事業

予算要求事業の概要

根拠法令・条例・規則等

しあわせ倍増プラン2009

内
容

現
状
と
課
題

善前公民館整備事業(生涯学習総合センター管理運営事業)

事業名(予算の事務事業名)

総合振興計画新実施計画

区分

会計区分

一般会計

- 54 -

２　補正予算要求の理由と効果
　建設工事による被害の出ている住宅があるため、そこに居住する方の生活のた
めにも早期に補償する必要があります。

根拠法令等

政令市：
県内他市：

対象者 被害対象住民
　建設工事による周辺住宅の被害が復旧されます。

３　補正前予算と補正予算要求の内容 (単位：千円）
金　額

<積算内訳>

23

<積算内訳>
１　建設工事の影響による家屋補償

① 一般財源 3,538

<査定内容>
6 １　建設工事の影響による家屋補償

① 一般財源 3,538

<査定理由>

<査定内容>
１　建設工事の影響による家屋補償

① 一般財源 3,538

<査定理由>

財源内訳

　事後調査の結果、補償対象範囲は建設工事に起因し生じたものであり、速やかに補償すべきであ
ることから、６月補正予算に計上することとしました。

3,538

　財政局長査定の内容及び理由について、適正と認められるため、財政局原案のとおりとしまし
た。

3,538

財源内訳

市長査定

備　　　考

補正前予算

財源内訳

年
度

平
成

0

3,538補正予算要求

要求理由

効果

区　　分

月
補
正
予
算

他市の
実施状況

効果

緊急性

実施義務

財政局長査定

財源内訳

- 55 -


